
 

 

 

 

 
 

本園の教育・保育について 

 入園式から２週間あまり経ち、新入園児もようやく緊張がほどけ、ときに自己主張もできるよう

になってきました。先日、うめ組の掃き出し窓の前で、大勢の子どもたちが身を乗り出し、重なり

合って窓の外の一点に注目していました。何を見ているのだろうと近寄ってみると、“たたき”の

上を移動している一匹のダンゴムシ。後ろから「見えん、のいて」と言っているのは新入園児。で

もみんな気付いてくれません。少しして私が、「新しいお友だちも見たがっているからだれか代わ

ってあげてくれないか」と促すと、進級児の男の子がさっと下がってくれました。さすがですね。 

 さて、本園の教育・保育の骨子については以下のとおりです。経営理念、また就学前施設が担う

役割をそれぞれが肝に銘じ、本園の特色を生かすとともに、地域とも十分かかわりながら、子ども

たちがいきいきと遊びを深化・発展させていくお手伝いをしていきます。（園長 寺本 明生） 
 

下関短期大学付属第二幼稚園 経営理念 彦島のために、健全で質の高い教育・保育を提供する。 

 

 

 

子どもたちに身に付けさせたい力 

 

 

 

 

幼児教育・保育の役割 

 
就学前に育みたい資質・能力 

 

 
 

本園の教育信条                    （目指す子ども像） 

 

 

 

 
本園の教育方針 

 

 

 

 

 

  
本園の教育目標                     

  
今年度の重点取組 

  
 

 

 

 

 

１ 教育課程の見直しと再編成 

・年齢を追って見られる具体的な姿の例を５領域で示す。 

・小学校との連携のもと「架け橋プログラム」を作成する。 

２ 教職員研修の推進 

・短大、第一幼稚園とのトライアングル体制を構築する。 

・互見保育、実技研修、自主勉強会を推進する。 

認定こども園 下関短期大学付属第二幼稚園 
山口県下関市彦島塩浜町 2丁目 2-21  ☎ 083(266)5821 

教育・保育ビジョン 

予測困難な社会の変化に主体的に関わり、感性を豊かに働かせながら、自ら考え、自らの

可能性を発揮し、よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力（小学校学習指導要領） 

 義務教育及びその後の教育の基礎を培う。 

① 幼児の自発的な活動としての遊びを、心身の調和のとれた発達の基礎を培う重要な学びと位置

付け、集団生活における主体的・探究的・協同的遊びにつながる手助けをする。 

② 幼児一人ひとりの発達や個性を尊重し、個に応じたきめ細かい指導・支援を進めることによ

り、豊かな感性と好奇心をもって、のびのびと自己を表現することができる子どもを育成する。 

１ 知識及び技能の基礎 ２ 思考力、判断力、表現力等の基礎 ３ 学びに向かう力、人間性等 

考える、決める、やってみる！ 

こどもは家の若葉です  

土の子、風の子、太陽の子  

こどもは国の若木です 

※教育目標に迫る単元開発 

※指導計画（月案、週案）の工夫 

※ドキュメンテーションの作成 

※ＩＣＴ機器の効果的活用 

※研究保育の実施 

※地域や小学校との連携強化 

１ 明るく元気な子ども 

２ ねばり強くがんばる子ども 

３ すすんで何でもしようとする子ども 

４ 素直で思いやりのある子ども 


